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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】
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～東寺と西寺～

京都といえば、東寺の五重塔を思い浮かべる方は多いのではないでしょうか。

ところで、「東寺」があるなら「西寺」もあるのでは？と思われたことはありませんか。

実は、西寺もありました。かつて平城京の入口である羅城門を挟んで、東に東寺が、

西に西寺が創建され、嵯峨天皇は東寺を空海に、西寺を守敏に管理を委ねました。

空海と守敏はともに真言宗の僧であったことから、ライバル意識が強く、事あるごと

に対立していたようです。ある時、雨が降らず干ばつ続きで困っていた朝廷は、

2 人に雨乞いを命じました。守敏は西寺の金堂に籠もり、三日三晩寝ずに祈祷を

行いましたが、雨は一粒も降りませんでした。ところが、空海が神泉苑の竜神の池

にある祠で祈祷をすると、にわかに激しい雨が降り始めたのです。

この出来事により朝廷の守敏への信頼は失墜したと伝えられています。

その後、西寺は落雷による火災で焼失。再建はされたものの、次第に荒廃し、

鎌倉時代には五重塔も焼けてしまい、再興されることはありませんでした。

現在、西寺の伽藍があった場所には「史跡西寺址」の石碑が建ち、金堂跡には

疎石が 3 つ、ひっそりと残されています。


